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法政大学出版局　2016年3月29日配本　定価1620円（本体1500円＋税） 四六判上製・180頁
田中 優子 著

自由という広場 法政大学に集った人  々 ISBN978-4-588-67215-6 C0037

★★★「大学」とは何のためにあり、どんな経験を可能にしてくれる場所なのか。困難な時代を生き抜くために必
要な「実践知」とは何か。法政大学総長が、世代も職種も社会的立場も異なる、各界の第一線で活躍す
る法政出身の職業人や名物教授たちとの対話から語り下ろす実践的な大学論。ますますグローバル化す
る世界のなかで、自由な個人たちの学びと集いの「広場」をつくるために。 【大学論】

［目次］
はじめに─自由を生き抜く実践知
第1章◉大丈夫、助けられる─吉田修一と後藤健二
第2章◉自分で決めたかった。法政ならそれができた。
─為末　大
第3章◉大学はぼくの「隠れ家」だった─山田耕之亮
第4章◉無頼ということ─鈴木直道
第5章◉憲法記念日に生まれて─上原公子
第6章◉ニューヨークの漫画家とグローバル大学を語っ

た─ミサコ・ロックス
第7章◉頭と身体の限界で仕事をしてみたい─井原慶子
第8章◉書き続けるフロントランナー─川村　湊
第9章◉実践知の人々─坂本光司／村田紀敏
第10章◉集うことの意味─竹中宣雄／林高広／安田
秀一／富永由加里／石原正康
第11章◉「自由」を人のかたちにすると─金原瑞人
おわりに─大江健三郎

☆江戸学で著名な法政大学の現役総長による、現在の社会と教育に向けた強くしなやかなメッセージ。法政大学関係者・志願
者のみならず、生き方を考えるすべての読者にオススメです。

法政大学出版局　2016年3月8日配本　定価4752円（本体4400円＋税） A5判上製・378頁
ペネロピ・フランクス、ジャネット・ハンター 編／中村 尚史、谷本 雅之 監訳 

歴史のなかの消費者 日本における消費と暮らし 1850-2000　ISBN978-4-588-32707-0 C3021

★★　急速な産業化と近代化は、自給でまかなっていた日本人の生活にどのような影響を与えたのか。明治維新前夜か
ら現代までの着物や砂糖、医薬品、炊飯器といった財の消費と、鉄道や郵便、通販、レジャーなどのサービスの消
費に着目し、それにともなう変化を考察する。4か国の歴史家による国際的な共同研究の成果。より快適で豊かな
暮らしを求めた人々の歴史とは。 【日本近現代史・経済史】

☆関連書：『ミシンと日本の近代』（みすず書房）、『欲望と消費の系譜』（NTT出版）ほか。

法政大学出版局　2016年3月1日配本　定価3240円（本体3000円＋税） A5判上製・238頁
中野 勝郎  編著 《法政大学現代法研究所叢書40》

境界線をめぐる法と政治  ISBN978-4-588-63040-8 C1331

　法律学・政治学において考察の前提であった「境界線」の意味を問い直す試み。国際法、政治理論、政治思想史
の中堅・若手の研究者を中心とした共同研究の成果。「分かつ」と「つなげる」という相矛盾する機制をもつ「境界
線」をめぐって、帝国、国際主義、原子力の平和利用、国家と市場、生産と労働、合法性と超法規性、合法性と違
法性、分権と集権という視点から考察した論文集。 【政治学・法律学】

☆関連書：中野勝郎編著『市民社会と立憲主義』、岡本仁宏編『新しい政治主体像を求めて』（小局刊）。
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法政大学出版局　2016年3月9日配本　定価2052円（本体1900円＋税） 四六判並製・234頁
栩木 玲子／法政大学国際文化学部 編 《国際社会人叢書2》

〈境界〉を生きる思想家たち  ISBN978-4-588-05312-2 C1323

★ アジアで初めてノーベル経済学賞を受賞したアマルティア・セン、「ユダヤ人」としてナチス・ドイツを経験したハン
ナ・アーレント、そして東京から遠く離れた土地で生まれ育ち、学問形成に苦労しつつアカデミズムの枠を縦横無
尽に越えた山口昌男……。本書で取り上げられるのは、好むと好まざるとにかかわらず〈境界〉を生きることで思考
を研ぎ澄ませた思想家たちである。9人の軌跡が織りなす「人文学」の入門書！ 【伝記・思想】

☆関連書：鈴木靖／法政大学国際文化学部編『国境を越えるヒューマニズム』（国際社会人叢書1 、小局刊）。

法政大学出版局　2016年3月17日配本　定価3672円（本体3400円＋税） A5判並製・320頁
陣内 秀信、高村 雅彦 編著 

水都学V 水都研究  ISBN978-4-588-78025-7 C1320

水都研究の視野は、東京からアジア、ヨーロッパ、そしてアメリカへと拡大し、さらに現代から近代、近世、中世に
遡って、都市が生まれた背景に迫ろうとしている。また、都市の背後に拡がる河川流域へ目を向け、都市の成立す
る条件として広く水の役割に着目した。『水都学』シリーズ最終巻の本書で、現在における水都研究の到達点と問
題点を明らかにする。 【都市史・都市論】

☆好評既刊書：『水都学』I―IV、「水と〈まち〉の物語」シリーズほか。

法政大学出版局　2016年3月17日配本　定価2808円（本体2600円＋税） 四六判上製・270頁
志野 好伸 編／内山 直樹、土屋 昌明、廖肇亨 著 《シリーズ・キーワードで読む中国古典3》

聖と狂 聖人・真人・狂者 ISBN978-4-588-10033-8 C1310

★★　中国の伝統思想では、神という存在を必要としない。儒教で諸価値に権威を与えるのは神ではなく「人である」聖
人であり、もの言わぬ天を代弁し民に直接的に範を示す。人間世界を規定する条件を論じた第１巻、人ならぬもの
を論じた第2巻に続き本巻は、人のうちでも並外れた存在でコスモスと関わる聖人、道家・道教が理想とする真人、
そして社会通念から外れた存在としての狂者を紹介し、文明の境界に関わる存在を読み解く。 【哲学・思想】

☆関連書：中島隆博編『コスモロギア』、廣瀬玲子編『人ならぬもの』、J. ワン『石の物語』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2016年3月上旬配本　定価1620円（本体1500円＋税） A5判並製・114頁
日本アメリカ演劇学会 編 《アメリカ演劇27》

21世紀アメリカ演劇特集  ISBN978-4-588-99767-9 C0074

21世紀に入ってから劇作家として活動を始めた、あるいは代表作を発表した作家とその作品についての論考を収
める。ピューリッツァー賞やトニー賞を受賞した新しい才能を多数輩出し、近年まれにみる活況を呈しているアメリ
カ演劇界に注目する特集。 【演劇・文学】

☆関連書：『アメリカ演劇23　18世紀・19世紀演劇特集』（小局発行）。
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法政大学出版局　2016年4月12日配本　定価4104円（本体3800円＋税） 四六判上製・326頁
対馬 美千子 著 

ハンナ・アーレント 世界との和解のこころみ ISBN978-4-588-13020-5 C1010

★★　20世紀を代表する政治哲学者にして、一人のユダヤ人女性でもあったアーレント。その公共性の哲学を根底で動
かしてきたものとは何か。困難な現実を知性によって「理解」し、言葉で物語ることを通じて世界との「和解」に達
しうる精神の可能性を探る。メタファー、空間、複数性、構想力などの鍵概念を問い直し、思考する私たち自身を社
会へと開いていくためのアーレント試論。 【哲学・思想】

☆関連書：H.アーレント『思索日記』Ⅰ・Ⅱ巻、D. R.ヴィラ『アレントとハイデガー』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2016年3月24日配本　定価5616円（本体5200円＋税） A5判上製・462頁
田中 拓道 編著 

承認 社会哲学と社会政策の対話 ISBN978-4-588-62529-9 C1030

★ 一橋大学大学院社会学研究科の先端課題研究において、「承認」をキーワードに新しい社会状況に対応する社
会政策のパラダイムを構想し、政策への応用を試みた共同研究の成果。最先端の研究動向の検討とともに、尊厳
の毀損、差異、アイデンティティにかかわる問題を「承認」においてすくいあげ、社会政策、教育学、障害者福祉、
ジェンダー論、多文化主義論、政治学など諸領域を横断する体系の構築をめざす。 【社会・哲学】

☆関連書：A.ホネット『承認をめぐる闘争』、N.フレイザー＋A. ホネット『再配分か承認か？』など。

法政大学出版局　2016年3月下旬配本　定価3240円（本体3000円＋税） A5判上製・240頁
柳 明昌 編著 《法政大学現代法研究所叢書41》

金融商品取引法の新潮流  ISBN978-4-588-63041-5 C3333

証券市場の構造が劇的に変化し、高度かつ複雑な金融商品が登場する中、資本蓄積を進める一方で、どのように
投資家・消費者を保護することができるのか。金融商品取引法、民法・消費者法、刑事法を専門とする気鋭の研究
者・第一線で活躍の実務家が、比較法的に得られた知見や実務の運用を踏まえつつ、規制のあるべき方向性や姿
を提示する共同研究の成果。 【経済・金融】

☆関連書：エリック・ヘライナー『国家とグローバル金融』（叢書サピエンティア41、小局刊）。

法政大学出版局　2016年3月下旬配本　定価4752円（本体4400円＋税） A5判上製・270頁
山岸 達矢 著 

住環境保全の公共政策 都市景観とまちづくり条例の観点から ISBN978-4-588-62530-5 C1031

開発事業者と地域住民との間で、都市景観をめぐって紛争が生じたとき、住民たちはどのような方法で問題解決
に訴えることができるのか。国立市のマンション問題はじめ、逗子市や狛江市、国分寺市の事例を調査してきた著
者が、〈場所の社会的意味〉への合意形成を重視しつつ、各自治体のまちづくり条例に基づく協議手続きの社会過
程を検討する。今後の環境保全行政や市民運動にとっての基礎的資料。 【公共政策】

☆関連書：池田寛二・堀川三郎・長谷部俊治編著『環境をめぐる公共圏のダイナミズム』（小局刊）。
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